
一
、
は
じ
め
に

森
立
之
の
著
し
た
『
素
問
孜
注
』
は
、
『
素
問
」
注
釈
書
の
最
高

峰
と
評
さ
れ
、
高
度
で
豊
富
な
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
内
容
の
ゆ
え
に
、
現
在
の
私
た
ち
に
理
解

で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
『
説
文
』
に
も
と
づ

い
た
用
字
法
が
あ
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
「
素
問
孜

注
」
を
利
用
す
る
こ
と
の
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
、
『
素
間
孜
注
」
に
つ
い
て

「
素
問
孜
注
』
は
、
森
立
之
が
安
政
七
年
（
一
八
六
○
）
か
ら
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
か
け
て
書
き
上
げ
た
「
素
問
』
の
注
釈
書

で
あ
る
。
た
だ
し
、
序
文
に
「
旧
稿
の
眼
目
を
改
め
た
」
と
あ
る

か
ら
、
旧
槁
（
下
書
き
）
を
書
く
こ
と
に
要
し
た
年
月
を
加
え
れ
ば
、

実
際
に
は
五
年
間
以
上
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
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立
之
は
『
素
間
孜
注
」
注
釈
作
業
と
相
前
後
し
て
、
積
極
的
に

医
書
校
勘
を
行
い
、
こ
の
中
で
お
び
た
だ
し
い
異
体
字
と
格
闘
す

る
。
校
勘
し
た
医
書
は
、
「
千
金
方
」
、
『
素
問
」
、
『
医
心
方
」
な
ど

で
あ
る
。

校
勘
は
、
テ
キ
ス
ト
の
す
み
ず
み
を
、
文
字
の
一
点
一
画
ま
で
、

厳
格
に
比
較
す
る
作
業
で
あ
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
多
く
の
異
体

字
を
見
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
知
識
は
『
医
籍
文
字

捷
見
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
自
体
に
関
心
を
深
め
考
察

し
て
い
た
か
が
知
れ
る
。

三
、
段
玉
裁
「
説
文
解
字
注
」

異
体
字
の
整
理
に
あ
た
っ
て
は
文
字
学
の
知
識
が
必
要
に
な

る
。
森
立
之
は
、
そ
れ
を
清
・
段
玉
裁
（
一
七
三
五
～
一
八
一
五
）

の
『
説
文
解
字
注
』
に
得
た
。
段
玉
裁
注
を
熟
読
し
、
『
説
文
』
に

お
け
る
正
字
を
「
素
問
孜
注
』
の
中
で
多
く
用
い
た
。

①
秀
光
六
府
の
ひ
と
つ
「
膀
胱
」
を
「
芳
光
」
と
あ
ら
わ
す
。

「
説
文
』
で
は
「
膀
」
は
脇
の
意
味
で
、
「
胱
」
は
収
め
ら
れ
て
い

な
い
。
ゆ
え
に
「
芳
光
」
が
正
字
で
「
膀
胱
」
は
俗
字
だ
と
い
う

（
艀
字
下
段
玉
裁
注
）
。
こ
う
し
た
表
記
は
『
准
南
子
』
な
ど
に
も
み
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②
含
易
「
陰
陽
」
は
「
阜
」
が
意
符
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
『
説

文
」
で
は
山
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
思
想
用
語
と
し
て
の
「
陰

陽
」
は
、
「
説
文
』
で
は
正
字
で
あ
る
「
含
易
」
を
用
い
る
。
「
こ

れ
（
含
易
）
が
陰
陽
の
正
字
で
あ
る
。
陰
陽
が
用
い
ら
れ
て
、
含
易

は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
」
（
易
字
下
注
）
。

③
減
「
五
藏
」
の
「
藏
」
を
「
減
」
に
表
す
。
段
玉
裁
は
「
艸
か

ん
む
り
の
藏
を
減
匿
（
か
く
す
）
の
意
味
に
用
い
る
の
は
、
漢
末
に

経
典
を
改
易
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
臓

字
下
注
）
と
い
う
。
「
藏
」
は
『
説
文
」
に
親
字
と
し
て
は
収
め
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
字
は
中
国
出
土
文
献
の
「
陰
陽
脈
死
候
』
の

中
に
も
見
え
る
。

④
散
「
微
妙
」
の
「
微
」
を
「
散
」
と
書
く
。
「
才
」
は
歩
行
と

関
連
す
る
意
符
で
、
「
説
文
」
で
は
「
微
」
は
し
の
び
歩
き
の
意
味

で
あ
る
。
「
古
言
」
の
放
砂
は
、
今
の
微
妙
で
」
「
散
字
が
廃
れ
て
、

微
字
が
使
わ
れ
た
」
（
散
字
下
注
）
と
い
う
。

⑤
砂
「
微
妙
」
は
「
説
文
解
字
」
で
は
「
敬
砂
」
に
表
す
．
「
砂

は
小
さ
な
目
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
小
さ
い
と
い
う
意
味
に
引

伸
し
、
さ
ら
に
微
妙
の
意
味
に
引
伸
し
」
「
説
文
に
妙
字
が
無
い
が
、

妙
字
が
妙
字
に
相
当
す
る
」
（
砂
字
下
注
）
と
い
う
。

⑥
偶
「
称
呼
」
の
「
称
」
を
「
偶
」
に
書
く
。
「
禾
」
は
禾
本
科

の
植
物
を
あ
ら
わ
す
意
符
で
、
「
説
文
』
で
は
「
称
」
は
植
物
を
量

る
意
味
に
す
る
。
ゆ
え
に
「
説
文
」
で
は
人
を
称
え
る
と
い
う
意

味
で
は
「
偶
」
を
用
い
る
。
「
称
字
が
用
い
ら
れ
て
、
偶
字
は
廃
れ

て
し
ま
っ
た
。
称
字
は
今
の
秤
字
で
あ
る
」
（
偶
字
下
注
）
。

五
、
ま
と
め

段
玉
裁
の
「
説
文
解
字
注
」
は
当
時
と
し
て
の
最
先
端
の
文
字

学
書
で
あ
る
。
同
じ
く
最
先
端
の
訓
話
学
書
で
あ
る
清
・
院
元
の

『
経
籍
蟇
話
」
と
と
も
に
『
素
問
孜
注
」
の
核
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
小
学
の
知
識
は
、
『
素
問
孜
注
」
を
読
む
時
だ
け
で
な
く
、

江
戸
医
学
を
読
み
解
く
鍵
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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